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ਦॽ館৮員の教育と現でࣰ際に求められている技，எࣟ，ସౕ（SKA）にはギャップがある
と考えられる。ຌ研究では，ਦॽ館の求ਕๅを査し，求められている SKAをらかにする。ೖ
ຌਦॽ館協会のウェブページに掲載された求ਕๅを査した結果，「ཤ༽ंサービス」「テクニカル
サービス」などਦॽ館ๅ学教育で学ぶ事項がଡく記載されている一๏，「一ൢద ITスキル」など
も見られた。求められる SKAは館झ，༽・雇༽形ସにより違いが見られた。 
 
１．ୌ関ৼ 
 ຌ研究では，ਦॽ館の৮員ูॄの際，どのよう
な技，எࣟ，ସౕ（SKA）が求められているの
か，をらかにする。 
 ೖຌにおいては，ਦॽ館৮員の教育として，
ਦॽ館๑に基づく司ॽ（ึ），学校ਦॽ館๑に基づ
く司ॽ教།および学校司ॽがౕ化されている。
こうしたਦॽ館৮員教育の課ୌはଡくあり，
求められる技も査されてきたが 1)，教
育とࣰ際に求められている SKA とのギャップも
課ୌの一つに挙げられる。ギャップのଚ在，その
಼༲がらかになることで，司ॽ課ఖを含むਦॽ
館ๅ学教育のカリキュラム開，さらには継କ
教育のあり๏にもༀཱིてることができる。 
 このギャップをべるためにはいくつかの๏๑
が考えられるが，採༽に関わるๅをべること
はその༙ྙな๏๑の一つである。採༽に関わる
ๅには，ਦॽ館が॑གྷと考える技が記載され
ていると考えられるためである。こうした採༽に
関わるๅは求ਕๅと呼ばれている。ຌ研究で
は，この求ਕๅにし，どのような SKAが
求められているのか，をらかにする。 
 
２．ਦॽ館৮員の求ਕๅに関するช献 
 近೧のਦॽ館の৮員採༽，求ਕๅに関係する
ช献として以下がある。 
 まず，ช෨科学ਫ਼涯学स策局ऀ会教育課

(2007)のๅ告ॽ 2)によれば，司ॽ༙資格ंをಝพ
৮として採༽している基ે࣑ࣙରはસରの 4.6%
に過ぎない。また，ਦॽ館勤ແ経験のない司ॽ༙
資格ंを৮としてഓする合に期ଶする技
ढ़・ྙとしては，基ે࣑ࣙରでは「ਦॽ・資ྋ
のમྙ」「ཤ༽ंへの応ଲ」「レファレンスサ
ービスのྙ」などがଡい。 
 近畿ஏ区ਦॽ館学科協議会(2007) 3)は，近畿ஏ
区学・期学のਦॽ館৮員の採༽について
査を行い，司ॽ༙資格ं採༽࣎に最も॑視するགྷ
件として，ࣰແ経験，コミュニケーションྙ，
எࣟを挙げている。また，公ู࣎に，『ਦॽ館
雑誌』を༽いたのは8件であったのにଲし，学
HPは 38件もあったという。 
 ෳ永(2013) 4)は愛எ県，岐県，三॑県の基ે
ରにおける公ཱིਦॽ館，学校ਦॽ館の司ॽ採࣑ࣙ
༽の査をしている。そこから，営ਦॽ館の
司ॽ採༽は一ൢ行৮で行われることがଡい
こと，ඉ勤採༽では2/3が司ॽ資格をචགྷとし
ていることをらかにしている。 
 ธ୫(2016) 5)は学校司ॽをଲেに，ೖຌਦॽ館
協会のメールマガジン৮員ูॄの記事をੵし
ている。査事項は৮໌，ଶ遇とともに，৮ແ
಼༲であり，৮ແ಼༲に関しては，「ୁड़」「ศ却」
が最もଡかったとしている。 
 以からਬされることとして，求ਕๅはଡ
༹なルートでླྀれていること，৮員のうち
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৮の採༽は限ఈదであること，などが挙げられ
る。求められる SKAとしては，基ຌదなਦॽ館に
関わる業ແॴཀྵྙのଠ，ࣰແ経験，コミュニケ
ーションྙなど広い。どのような SKA が求
められているのかについて，館झ横இదな検౾が
ଏしていることも確できた。さらに，༽・
雇༽形ସによる違いも確でないことがかった。 
 
３．研究๏๑ 
3. 1. 研究ద 
 ຌ研究では，ᶅ৮員ูॄの際にどのようなSKA
が求められているのかをらかにする。ญせて，
そのことについて，ᶆ館झによる違い，ᶇ༽・
雇༽形ସによる違い，もらかにする。 
3. 2. ๅ源 
 ๅはೖຌਦॽ館協会のウェブサイトで公開さ
れている「ਦॽ館৮員求ਕๅ」からखಚした。
खಚ期間は 2019೧ 3月から 2021೧ 1月までに
ウェブページに掲載されたものである（JLAメー
ルマガジンのNo.938〜1027）。なお，この期間に
掲載されたๅは570件であるが，一෨見ཚとし
によりࣰ際にखಚしたのは 545件（95.6%）であ
る。「ਦॽ館৮員求ਕๅ」にはஏ域ごとにデータ
が掲載されており，応ูగೖをすぎると削ঈさ
れる。掲載ๅは，機関໌，業ແ಼༲，雇༽期間，
ଶ遇，応ูড়件である。掲載ড়件として，応ู
資格に「司ॽ༙資格」があることと，ਜ਼規৮員を
原ଉとしඉਜ਼規の合はु 30 ，間雇༽がචགྷ࣎
とされている。司ॽ資格をড়件としていること，
求ਕๅはଡ༹なルートでླྀれていることをಁま
えると，掲載されているのは求ਕๅの一෨であ
ることにཻ意がචགྷである。求ਕๅのには，
細を࣑ࣙରウェブページに掲載しているものも
あるが，そこまでは௧わなかった。 
3. 3. खಚデータとੵ๏๑ 
 खಚしたデータは，館झ，චགྷな資格，ໃ期・
༙期のพ，応ูড়件（ましいも含む），業ແ಼༲
である。応ูড়件，業ແ಼༲については，Mary 

Ann Kennan(2006)6)を参考にන 2のような 16
のカテゴリをઅఈした。これらは，今回फॄした
求ਕๅの「応ูড়件」「業ແ಼༲」をಁまえて一
෨रਜ਼している。たに௧加したカテゴリには
をしている。また，求ਕๅにࣰ際にあった語
は右ଈの「求ਕๅの語（ྭ）」にྭࣖした。さ
らに，Kennanを参考に，16カテゴリを，ᶅਦॽ
館ๅ学（LIS）固༙の技எࣟ（SK），ᶆ一ൢద
な技எ （ࣟSK），ᶇଲਕスキル・行ಊಝ（ソフ
トスキル）の 3 つのカテゴリにけた。なお，
求ਕๅには「ਦॽ館業ແસൢ」「司ॽ業ແ」のよ
うにಝఈの SKA に言及していないもの，あるい
は言及していても，ྭࣖにཻまるものがあった。
後ंの合はྭࣖされたものだけを採༽した。 
 
４．査結果 
4. 1. 査結果の概གྷ 
 खಚした求ਕๅは545件であった（ูॄਕ਼
は 1,161ਕ（ਬఈ））。館झ，ໃ期・༙ 期のพ（ർ
ི含む）はන１のとおりである。 

න１ खಚしたデータの概གྷ（件਼） 

 
 સରとして，求ਕๅは公共ਦॽ館と学ਦॽ
館がଡい。学校ਦॽ館は6.4%とঙない。༙ 期・ໃ
期に関しては༙期がଡく，ಝに学・学校・
ਦॽ館ଠはໃ期が 10%ఖౕはそれ以下である。
公共ਦॽ館はໃ期が3割とർ較దଡい。චགྷある
いはましい資格・໖許としては，ࣙಊऄ運໖
許 32件，司ॽ教། 31件，学芸員 5件，デジタル
アーキビスト 2件である。ここでは司ॽ（ึ）資
格はのぞいている。アーカイブなど関࿊域の資
格はほとんど記載されていない。 
4. 2. 記載のଡい・ঙない SKA 
 16カテゴリに1,603のSKAをྪした（න2）。
ଡかったカテゴリは「ཤ༽ंサービス」「一ൢద IT
スキル」「テクニカルサービス」「ਦॽ館勤ແ経験」

館種 件数 比率 無期 有期 無期比率

公共 245 45.0% 77 168 31.4%

大学 207 38.0% 10 197 4.8%

学校 35 6.4% 4 31 11.4%

専門他 58 10.6% 6 52 10.3%

合計 545 100% 97 448 17.8%
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（以下「経験」）「ॺແ・管ཀྵ」であった。一๏，
ঙなかったカテゴリは「ウェブデザイン・メンテ
ナンス」「ਦॽ館マネジメント」「ཤ༽教育」「ਦॽ
館システム」「アーカイブと記マネージメント」
などであった。基ຌదなਦॽ館の৮ແ域はଡい
一๏，の高い৮ແ，बว域，マネジメン
トなどはঙなかった。カテゴリでは，ᶅとᶆに
高ॳ位がଡかったが，ᶇも位にあった఼は
される。 
 カテゴリの共起ๅを༽いてクラスターੵ
（ウォード๑）を行ったところ，ᶅଊકྙ（一ൢ
ద ITスキル，経験），ᶆཤ༽ंサービス，ᶇॺແ・
管ཀྵ，ᶈテクニカルサービス，ᶉコミュニケーシ
ョン関࿊スキル（ଲਕスキル，行ಊಝ，語学，
レファレンスサービス），ᶊそのଠ，にけること
ができた。ᶊそのଠにはਦॽ館関࿊のデジタルス
キルがଡく含まれている。 
4. 3. 館झによる違い 
 公共ਦॽ館では求められる SKA の਼は学ਦ
ॽ館とർ較するとঙなかった。そので૮ଲద
にଡかったものとしては「ਦॽ館マネジメント」
を挙げられる。これは，たなਦॽ館અに際し
て৮員ูॄが行われたことと関係していると思わ
れる。「語学」「ు子リソース」「ଲਕスキル」など
はঙなかった。 
 学ਦॽ館ではଡくの SKA が記載される傾向
があった。ཱིつものとして「語学」を挙げられ
る。求められる言語はほとんどが英語であった。
ଠに「経験」「一ൢద ITスキル」「ଲਕスキル」も
ଡい。「経験」ではಝに NACSIS-ILLなどの経験
を求めていることがଡかった。一๏，「ਦॽ館マネ
ジメント」はঙない。 
 学校ਦॽ館では公共ਦॽ館ಋ༹，記載されてい
る SKAはঙないが，そのでは，「ॶૌ৭支援」
「ଲਕスキル」がർ較దଡかった。ਦॽ館ଠ
は，学ਦॽ館ಋ༹，SKAの記載がଡく，そのଠ
の఼でもྪ似の傾向が見られたが，「アーカイブと
記マネジメント」「行ಊಝ」がଡい఼で異なっ
ていた。 

4. 4. ໃ期・༙期による違い 
 ໃ期のูॄでଡかったのは「ਦॽ館マネジメン
ト」である。これは，公共ਦॽ館で館६ඍのた
めにਜ਼規৮員を採༽していたことと関係している
と考えられる。また，න２にはࣖしていないが，
「સൢ」もଡかった。ಝにໃ期は 97 件 70 件
（72.2%）であることから，ໃ期はಝఈ৮ແでは
なくਦॽ館の৮ແસൢを༩ఈして༽・雇༽され
る傾向の強いことがかった。逆に༙期でଡかっ
たのは，「テクニカルサービス」「経験」「一ൢద IT
スキル」「ཤ༽ंサービス」であった。 
 
５．考察 
 査結果を研究దのᶅからᶇに沿ってまとめ
る。ᶅ৮員ูॄの際にどのような SKA が求めら
れているのかについては，સରとして「ཤ༽ंサ
ービス」「テクニカルサービス」などਦॽ館ๅ学
教育で学ぶことがଡく求められていた。しかし，
それ以外に「一ൢద ITスキル」「経験」「ॺແ・管
ཀྵ」も求められていた。これらはਦॽ館৮に限
らず一ൢに求められるSKAといえよう。 
 ᶆ館झによる違いについては，公ཱིਦॽ館では
「ਦॽ館マネジメント」が，学ਦॽ館では，「語
学」「経験」などがཱིった。また，後ंはଠに「ଲ
ਕスキル」を求めることもಝదであった。
ਦॽ館ଠでは，「アーカイブと記マネジメント」
が૮ଲదにଡかった。また，「行ಊಝ」がଡい傾
向にあった。ᶇ༽・雇༽形ସによる違いとして
は，ໃ期৮員の合，「ਦॽ館マネジメント」がଡ
いのと，ಝఈの৮ແをࣖしない形での求ਕがଡ
かった。 
 以の結果から，ਦॽ館ๅ学教育へのࣖ唆を
考える。なお，今回，ಚられた求ਕๅの82.2%
が༙期雇༽であったが，そのことはここでは考ྂ
にれていない。まず言えることとしては，ਦॽ
館ๅ学固༙の SKには強く求められているもの
と，そうでないものに確にかれていることが
かった。「ཤ༽ंサービス」「テクニカルサービ
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ス」「レファレンスサービス」などは位であった
が，「ਦॽ館マネジメント」「ཤ༽教育」「アーカイ
ブと記マネジメント」「ਦॽ館システム」は下位
であった。記載のঙなかったカテゴリはࣰ際に求
められていないのか，求められているが採༽ஊ階
では求められていないのか，については今後の考
究がචགྷである。 
に，「ଲਕスキル」「行ಊಝ」の॑གྷが確࣏

された。ソフトスキルともいわれるこれらのଈ
は，これまでも司ॽ課ఖ向けのテキストでਦॽ
館৮員に求められるସౕ，ৼ構えとされてきたが，
そのことを改めて確することができた。 
最後に，「ॺແ・管ཀྵ」「一ൢద ITスキル」「語
学」などの「一ൢదな SK」の記載のଡいことが
かった。エンプロイアビリティを高めるこうした
SK獲ಚの支援のあり๏は今後の課ୌであろう。

 
න２ カテゴリごとの SKA のड़現回਼ 

 
 1  Kennan, Mary Ann et al. (2006)にはないカテゴリをනす。 
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大カテゴ䝸 カテゴ䝸 求人情報中の語䠄例䠅 出現回数 順位 公立 大学 学校 専門他 無期 有期

利用者サ䞊ビス

奉仕䠈閲覧䠈貸出し䠈返却䠈資料提供䠈カウ䞁タ䞊䠈窓口䠈排架䠈

書架整理䠈複写サ䞊ビス䠈図書館行事䠈イ䝧䞁ト䠈展示䠈講座䠈読

書活動䠈読み聞かせ䠈䝤ックト䞊ク䠈お話会

299 1 122 133 11 33 17 282

䝺䝣ァ䝺䞁スサ䞊ビス
相談䠈䝺䝣ァ䝺䞁ス䠈パス䝣ァイ䞁ダ䞊䠈e䝺䝣ァ䝺䞁ス䠈情報検索䠈

調査支援
92 6 35 39 2 16 6 86

利用教育
利用者講習䠈利用者ガイダ䞁ス䠈情報䝸テ䝷シ䞊䠈調べ学習䠈探

究学習䠈オ䝸エ䞁テ䞊シ䝵䞁
18 14 3 12 2 1 4 14

テクニカ䝹サ䞊ビス

発注䠈収集䠈整理䠈受入䠈書誌䠈目録作成䠈分類䠈Nacsis-cat䠈保

管䠈資料管理䠈装備䠈逐刊業務䠈蔵書点検䠈製本䠈ILL䠈相互貸

借䠈書店対応䠈資料移動䠈除籍

276 3 87 136 5 48 20 256

図書館䝬ネジ䝯䞁ト 企画䠈管理責任䠈計画立案䠈広報䠈新図書館建設準備 12 15 11 1 0 0 7 5

図書館システ䝮 図書館システ䝮 19 12 3 12 1 3 1 18

電子䝸ソ䞊ス 電子ジ䝱䞊ナ䝹䠈デ䞊タ䝧䞊ス䠄DB䠅䠈電子書籍䠈機関䝸䝫ジト䝸 33 11 2 15 3 13 5 28

ア䞊カイ䝤と記録䝬

ネ䞊ジ䝯䞁ト

デジタ䝹化䠈ア䞊カイ䝤䠈写真䠈くずし字䠈スキ䝱䞁䠈近世資料䠈古

文書
19 12 6 0 0 13 0 19

図書館勤務経験 
1 経験者䠈勤務経験䠈業務経験䠈実務経験 236 4 37 148 15 36 16 220

庶務䞉管理 
1

事務補助䠈一般事務䠈総務䠈経理䠈予算䠈会計䠈伝票処理䠈電話

対応䠈統計䠈委託管理䠈見学者対応䠈施設管理䠈䝪䝷䞁ティア対

応䠈シ䝣ト管理

100 5 24 49 4 23 9 91

語学 
1 英語䠈語学䠈独語䠈䝣䝷䞁ス語䠈イタ䝸ア語䠈中国語䠈朝鮮䞉韓国語 45 9 2 34 1 8 3 42

一般的ITスキ䝹

パソコ䞁䠄PC䠅䠈コ䞁ピ䝳䞊タ操作䠈MSオ䝣ィス䠈䝽䞊ド䠄Word䠅䠈エ

クセ䝹䠄Excel䠅䠈パ䝽䞊䝫イ䞁ト䠄PowerPoint䠅䠈アクセス

䠄Access䠅䠈一太郎䠈䝯䞊䝹䠈情報技術者

281 2 67 156 17 41 7 274

ウェ䝤デザイ䞁䞉䝯䞁テ

ナ䞁ス
䝩䞊䝮䝨䞊ジ䠈ウェ䝤サイト 6 16 3 3 0 0 0 6

所属組織支援 1
教務䠈学部事務䠈学校行事䠈入試䠈卒業式䠈入学式䠈オ䞊䝥䞁

キ䝱䞁パス
42 10 7 25 7 3 11 31

対人スキ䝹 コ䝭䝳ニケ䞊シ䝵䞁䠈協調䠈協力䠈意思疎通䠈䝩スピタ䝸ティ 54 8 6 35 4 9 5 49

行動特性
熱意䠈一生懸命䠈意欲䠈元気䠈興味䠈丁寧䠈慎重䠈責任䠈明朗䠈明

るく䠈柔軟䠈服務規律䠈誠実䠈地道
71 7 24 24 6 17 8 63

合計 ― ― 1603 ― 439 822 78 264 119 1484
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